鉄道津波対策・観光地防災研究プロジェクト : 防災のおもてなしと鉄道津波対策世界一を目指して by 災害科学・レジリエンス共創センター,
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災害科学・レジリエンス共創センター
プロジェクトに関するお問い合わせ
る対策として、市町村からの防災無線を受信できる防
災無線機の配備や緊急地震速報システムと連動した乗
務員の誘導支援などを紹介。地域との連携では小中学
校・高校での講演活動、津波避難訓練の実施などにつ
いても報告した。さらにレベルアップした取り組みと
しては、マニュアルで判断できない場合柔軟な決断が
できる「ThinkandAct訓練」や「VRを活用した教
材」の導入についても報告した。
第3部は「新しい視点やアプローチで防災・減災に
取り組む」をテーマに、基調講演・基調報告者に加え、
現場での実践者3人をパネリストに招いて議論を行っ
た（図7）。
JR東日本横浜支社安全企画室の山本知一副課長か
らは、支社で実施した約1500人の公募・招待による
飛び降り型避難訓練を紹介。津波注意区間がある東海
道線・横須賀線では1編成最大約3000人の乗車がある
中で、多くの乗客に飛び降り型避難訓練を体験するこ
とが速やかな避難につながること、今後の展開として
沿線の企業や学校などに声を掛け、幅広い年代でより
多くの方が参加する訓練実施の重要性を指摘した。
JR四国四国家連携部の遠藤碩大氏、高知大学地域協
働学部4回生の拜藤紘希氏からは、「日本で最も高い津
波が来る」といわれる高知県・黒潮町でのツアー「海
と学ぶ防災旅」の取り組みについて紹介。地域に負の
イメージが付く懸念もあったが、34.4メートルの津波
予測エリアは町の中心地から離れていること、町も日
本最先端の防災に取り組んでいることから、負のイメ
ージではなく、ありのままの姿を知ってもらうツアー
を募集した。学生が考えるアカデミックな視点による
ツアーは目新しく、負のイメージを超える効果がある
ことを指摘した。
パネルディスカッションでは他に「大学生とのコラ
ボの可能性」「社員自身の逃げる体制づくり」なども議
論すると共に、最後に鉄道防災について太平洋側で知
見などをシェアしていけるようなネットワーク構築の
提案を行った。
プロジェクトの成果
これまで本プロジェクトは鉄道防災に関する取り組
みを中心としてきたが、今年度から「観光地防災」ま
で領域を広げることになり、東牟婁郡串本町と連携・
協力体制の構築を進めている。構築の基盤として、本
観光地防災を含む「連携協定」の締結を目指している。
COVID-19の影響により、特に「鉄道」を基軸とし
た津波避難訓練の実施に大きな制約が発生したが、2
回の訓練を共創することが出来た。特に、「県立田辺高
校津波避難訓練」では、参加者に対して参加前と後の
行動変容についてのアンケート調査を実施することが
でき、率先避難行動に関する認識が高くなっているこ
とを把握できた。COVID-19の影響はまだ続くと想定
されるが、感染対策に配慮した「訓練」方法の開発や
「オンライン」を通じた鉄道防災教育の展開を検討して
いきたい。
第3回鉄道津波対策サミットでは、“防災”に対する
アプローチを多様にする必要性や和歌山の具体的な取
り組みとその中での地域振興の視座について、共有す
ることができた。登壇者がオンライン上で参加する形
態ではなく、ひとつの会場から発信するとともに、ス
イッチングやテロップなど工夫を凝らして配信するこ
とができた。オンライン化により、全国各地からの参
加がより可能になった。一方で、鉄軌道事業者の中か
らは、より具体的な取り組みや方法論、効果など、即
時的な解についての学習要望があった。第4回サミッ
トへのニーズと受け止め、鉄軌道事業者の津波対応力
向上と乗客の避難力向上を目指して引き続き取り組ん
でいきたい。
【図6】　基調報告後半
【図7】　パネルディスカッション風景
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